
１　施工パッケージ型積算方式の概要

・

・

・

・

２　施工パッケージ型積算方式の積算方法

・

（１）積算単価（佐賀）は、以下の補正式を用いて算出します。

《補正式（イメージ）》

　H26.7 佐賀 積算単価

Ｋ：標準単価に占める機械費の構成割合

Ｒ：標準単価に占める労務費の構成割合

Ｚ：標準単価に占める材料費の構成割合

（２）補正式を構成する係数や単価の採用方法は以下のとおりです。
①標準単価、機労材の構成比（機械：Ｋ、労務：Ｒ、材料：Ｚ）

（国土交通省）国土技術政策総合研究所ＨＰ
→「施工パッケージ型積算方式標準単価表【平成26年4月適用】」
・ 一覧表から使用する「施工パッケージ」を選定する。
・

施工パッケージ型積算方式について

　「施工パッケージ型積算方式」は、あらかじめ、施工単位毎に設定された標準単
価を補正して、佐賀県の積算単価として算出する積算方式です。

　工事内訳書に計上する施工単位毎の単価について、これまでは、施工単価表で、
機械運転費や労務費、材料費等をそれぞれの歩掛(数量)と単価により積み上げ、単
位当たり単価としていましたが、施工パッケージ型積算方式では、国が公表する標
準単価を用いて、そのベースとなる機械、労務・材料の東京単価に対して、佐賀地
区の機械、労務、材料の各単価との比率により補正して求めた積算単価（佐賀）を
用います。

　共通仮設費、現場管理費及び一般管理費等の間接費は、従来の積算方式と変わり
ありません。

＋ ＋ Ｚ ×

　施工パッケージの「標準単価」は、現行の標準歩掛が基礎となっており、今後
は、国において、工種毎に応札単価等の動向をモニタリングし、実際の施工状況等
の変動を踏まえた上で必要に応じて改定されます。

　今回の説明では、平成２６年７月に適用開始した内容のものとなります。
標準単価等については歩掛改訂の度に変更となりますのでご注意ください。

＝ × Ｋ ×

分子の佐賀単価は、設計書の単価適用日を採用

使用する条件に見合う条件区分の列に掲載されている「標準単価」、「機
労材構成比」を採用する。

H26.7佐賀労務単価

H25.4東京労務単価

H26.7佐賀材料単価

H25.4東京材料単価〔 〕H25.4東京
標準単価

H26.7佐賀機械単価

H25.4東京機械単価
×Ｒ

標準単価、分母の機労材単価は、次年度の基準改訂までは固定

※平成26年度標準単価については、基準年月が平成25年4月のた
め、それぞれ「H25.4東京…」と標記しています。

※例として、H26年７月としていますが、実際の積算には、その工

事における各適用日の機労材の佐賀単価を使用して下さい！
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②東京機械単価のうち機械賃料、及び東京材料単価等

建設物価調査会ＨＰ
→『基準材料ベース単価【H26.4 適用（平成25年4月）】』

経済調査会ＨＰ
→『代表機労材規格一覧【H26.4 適用分（平成25年4月）】』

・

・

・ １資料にのみ掲載の場合はその単価を採用する。

③東京機械単価のうち機械損料等

日本建設機械施工協会（出版物）
→『建設機械等損料表【平成25年度版】』

・ ①の標準単価表に掲載された機械損料等を採用する。

④東京労務単価

国土交通省ＨＰ
→『公共工事設計労務単価【平成25年度単価】』

①の標準単価表に掲載された労務について、「関東13東京都」を採用する。

⑤佐賀機械単価、佐賀労務単価、佐賀材料単価

これまでの積算方式における単価採用方法と同じ取扱い。

・ 佐賀単価は、設計書に示された単価適用日に基づき採用する。
・ 設計書の単価表に掲載された名称・規格に合致する価格を採用する。

①の標準単価表に掲載された賃料及び単価について、上記２資料から選定
する。（２資料は、種類毎に同一番号で記載されている）
２資料の平均値を採用する。（上３桁有効端数切り捨て、また、上３桁有
効とした場合において、円未満の単価は、円未満切り捨て）
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３　施工パッケージ移行工種について

・

※

Ｎｏ Ｎｏ

001 037

002 038

003 039

004 040

005 041

006 042

007 ※材 043

008 ※材 044

009 045

※材 010 046

※材 011 047

012 048

013 049

014 050

015 051

016 052

017 053

018 054

019 055

020 056

021 057

022 058

023 ※材 059

024 ※材 060

025 061

026 062

027 063

028 064

029 065

030 066

031 067

032 ※材 068

033 069

034 070

035 071

036 072

パッケージ名称【分類】 パッケージ名称【分類】

鉄筋コンクリート台付管【排水構造物工】

プレキャストＬ形側溝（製品長０．６ｍ／個）【 排水構造物工】

プレキャストマンホール【排水構造物工】

ＰＣ管【排水構造物工】

裏込砕石【基礎・裏込砕石工，基礎・裏込栗石工】

基礎栗石【基礎・裏込砕石工，基礎・裏込栗石工】

裏込栗石【基礎・裏込砕石工，基礎・裏込栗石工】

暗渠排水管【排水構造物工】

フィルター材【排水構造物工】

管（函）渠型側溝（製品長２ｍ／個）【排水構造物工】

プレキャスト集水桝【排水構造物工】

プレキャスト集水桝（材料費）【排水構造物工】

化粧型枠（材料費）【場所打擁壁工】

ペーラインコンクリート（材料費）【場所打擁壁工】

プレキャスト擁壁設置【プレキャスト擁壁工】

ヒューム管（Ｂ形管）【排水構造物工】

ボックスカルバート【排水構造物工】

重力式擁壁【場所打擁壁工】

もたれ式擁壁【場所打擁壁工】

逆Ｔ型擁壁【場所打擁壁工】

Ｌ型擁壁【場所打擁壁工】

化粧型枠【場所打擁壁工】

植樹【コンクリートブロック積（張）工】

現場打基礎コンクリート【コンクリートブロック積（張）工】

天端コンクリート【コンクリートブロック積（張）工】

小型擁壁（Ａ）【場所打擁壁工】

小型擁壁（Ｂ）【場所打擁壁工】

人肩運搬（積込～運搬～取卸し）セメント等【人力運搬工】

人肩運搬（積込～運搬～取卸し）積ブロック類【人力運搬工】

人肩運搬（運搬～取卸し）【人力運搬工】

小車運搬（積込～運搬～取卸し）土・石【人力運搬工】

小車運搬（積込～運搬～取卸し）【人力運搬工】

基面整正【作業土工（床掘工）】

舗装版破砕積込（小規模土工）【作業土工（床掘工）】

埋戻し【作業土工（埋戻工）】

タンパ締固め【作業土工（埋戻工）】

人肩運搬（積込～運搬～取卸し）土・石【人力運搬工】

法面整形【法面整形工】

市松芝【芝付工】

吹付法面取壊し【吹付法面とりこわし工】

人工張芝【人工張芝工】

基礎砕石【基礎・裏込砕石工，基礎・裏込栗石工】

小車運搬（積込～運搬～取卸し）積ブロック類【人力運搬工】

小車運搬（運搬～取卸し）【人力運搬工】

ベルトコンベア併用人力掘削（床掘り）
【人力土工（ベルトコンベア併用）】

ベルトコンベア併用人力積込【人力土工（ベルトコンベア併用）】

安定処理【安定処理工】

コンクリートブロック積【コンクリートブロック積（張）工】

転石破砕【土工】

土材料【土工】

天端ブロック（材料費）【コンクリートブロック積（張）工】

胴込・裏込コンクリー【コンクリートブロック積（張）工】

胴込・裏込材（砕石）【コンクリートブロック積（張）工】

遮水シート張【コンクリートブロック積（張）工】

吸出し防止材（全面）設置【コンクリートブロック積（張）工】

間知ブロック張【コンクリートブロック積（張）工】

平ブロック張【コンクリートブロック積（張）工】

連節ブロック張【コンクリートブロック積（張）工】

緑化ブロック積【コンクリートブロック積（張）工】

緑化ブロック（材料費）【コンクリートブロック積（張）工】

残土等処分【土工】

床掘り【作業土工（床掘工）】

掘削補助機械搬入搬出【作業土工（床掘工）】

路体（築堤）盛土【土工】

路床盛土【土工】

押土（ルーズ）【土工】

積込（ルーズ）【土工】

人力積込【土工】

国土交通省において平成２６年４月より適用の「施工パッケージ単価」２０９
単価のうち、２０７個ついて、平成２６年７月より導入しております。
国の２０９個のうち２個は使用停止中のため、２０７個としていますが、う
ち２６個は材料費であることから、実導入数は１８１個です。

掘削【土工】

土砂等運搬【土工】

整地【土工】

採取小割【基礎・裏込砕石工，基礎・裏込栗石工】
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Ｎｏ Ｎｏ

073 114

074 115

075 116

076 117

077 118

078 119

079 120

080 121

081 ※材 122

082 123

083 ※材 124

084 125

085 126

086 127

※材 087 128

088 129

089 130

090 131

091 ※材 132

092 133

093 134

094 ※材 135

095 136

096 137

097 ※材 138

098 ※材 139

099 ※材 140

100 ※材 141

101 ※材 142

102 ※材 143

103 144

104 145

※材 105 146

106 147

107 148

108 149

109 150

110 151

111 152

112 153

113 154

パッケージ名称【分類】 パッケージ名称【分類】

ハンドホール【光ケーブル配管工】

掘削（砂防）【土工】

土砂等運搬（砂防）【土工】

押土（ルーズ）（砂防）【土工】

積込（ルーズ）（砂防）【土工】

プルボックス（材料費）【光ケーブル配管工】

可とう電線管（材料費）【光ケーブル配管工】

伸縮継手（材料費）【光ケーブル配管工】

ノーマルベンド（材料費）【光ケーブル配管工】

多孔保護管（材料費）【光ケーブル配管工】

埋戻し・締固め【光ケーブル配管工】

敷砂，保護砂（材料費）【光ケーブル配管工】

配管設置（埋設部）【光ケーブル配管工】

不陸整正【路盤工】

下層路盤（車道・路肩部）【路盤工】

下層路盤（歩道部）【路盤工】

上層路盤（車道・路肩部）【路盤工】

上層路盤（歩道部）【路盤工】

消波根固めブロック仮置【消波根固めブロック工】

根固めブロック撤去【消波根固めブロック工（ブロック撤去工）】

散在塵芥収集【塵芥処理工】

運搬（散在塵芥処理）【塵芥処理工】

堆積塵芥収集（機械処理）【塵芥処理工】

消波根固めブロック運搬【消波根固めブロック工】

配管設置（露出部）【光ケーブル配管工】

配管支持金具（材料費）【光ケーブル配管工】

養生（散水養生）【野芝種子吹付工】

袋詰玉石【袋詰玉石工】

笠コンクリートブロック【笠コンクリートブロック据付工】

笠コンクリートブロック（材料費）【笠コンクリートブロック据付工】

掘削（光ケーブル配管）【光ケーブル配管工】

基層（車道・路肩部）【アスファルト舗装工】

プレキャスト基礎（材料費）【護岸基礎ブロック工】

中詰コンクリート【護岸基礎ブロック工】

かごマット設置【かごマット工】

野芝種子吹付【野芝種子吹付工】

被覆シート張【野芝種子吹付工】

巨石積（練）【巨石積（張）工】

巨石採取【巨石積（張）工】

巨石（材料費）【巨石積（張）工】

プレキャスト基礎【護岸基礎ブロック工】

じゃかご【かご工】

ふとんかご【かご工】

止杭打込【かご工】

現場取卸（鋼桁）【現場取卸費】

現場取卸（ＰＣ桁）【現場取卸費】

コンクリートはつり【構造物とりこわし工】

積込（コンクリート殻）【構造物とりこわし工】

吸出し防止材設置【吸出防止材設置工】

目地板【目地・止水板設置工】

止水板【目地・止水板設置工】

型枠【型枠工】

撤去しない埋設型枠（材料費）【型枠工】

消波根固めブロック製作【消波根固めブロック工】

消波根固めブロック据付【消波根固めブロック工】

現場取卸（鋼管杭）【現場取卸費】

函渠【函渠工】

殻運搬【殻運搬】

コンクリート【コンクリート工】

モルタル練【コンクリート工】

グラウト注入（アンカー）
【アンカー工（ロータリーパーカッション式）】

ボーリングマシン移設（アンカー）
【アンカー工（ロータリーパーカッション式）】

足場工（アンカー）【アンカー工（ロータリーパーカッション式）】

アンカー（材料費）【アンカー工（ロータリーパーカッション式）】

石積取壊し（人力）【構造物とりこわし工】

粉体噴射撹拌【軟弱地盤処理工（粉体噴射撹拌（DJM工法））】

粉体噴射撹拌（移設）【軟弱地盤処理工（粉体噴射撹拌（DJM工法））】

粉体噴射撹拌（軸間変更）
【軟弱地盤処理工（粉体噴射撹拌（DJM工法））】

削孔（アンカー）【アンカー工（ロータリーパーカッション式）】

アンカー鋼材加工・組立・挿入・緊張・定着・頭部処理（アンカー）
【アンカー工（ロータリーパーカッション式）】

コルゲートフリューム【排水構造物工】

現場打ち水路（本体）【排水構造物工（現場打ち水路）】

現場打ち集水桝・街渠桝（本体）
【排水構造物工（現場打ち集水桝・街渠桝）】

サンドマット【軟弱地盤処理工（サンドマット工）】

安定シート・ネット【軟弱地盤処理工（サンドマット工）】

コルゲートパイプ【排水構造物工】

巨石張（空）【巨石積（張）工】

堆積塵芥収集（人力処理）【塵芥処理工】

運搬（堆積塵芥処理）【塵芥処理工】

河床等掘削【機械土工（河床等掘削）】

軟弱土等運搬【機械土工（河床等掘削）】

巨石張（練）【巨石積（張）工】
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Ｎｏ Ｎｏ

155 196

156 197

157 198

158 199

159 ※材 200

160 ※材 201

161 ※材 202

162 203

163 204

164 ※材 205

165 206

166 207

167

※材 168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

※材 178

179

※材 180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

蓋設置【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

蓋（材料費）【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

排水管設置【橋梁排水管設置工】

現場発生品・支給品運搬【現場発生品及び支給品運搬】

橋名板取付【橋梁付属施設設置工】

橋梁用高欄【橋梁付属施設設置工】

橋梁用高欄一体式（材料費）【橋梁付属施設設置工】

車止めポスト【車止めポスト設置工】

歩車道境界ブロック【路側工（据付け）】

地先境界ブロック【路側工（据付け）】

歩車道境界ブロック撤去【路側工（取外し）】

地先境界ブロック撤去【路側工（取外し）】

踏掛版【踏掛版】

基礎ブロック（立入防止柵）【立入り防止柵工】

金網（フェンス）・支柱（立入防止柵）【立入り防止柵工】

支柱【立入り防止柵工】

支柱（材料費）【立入り防止柵工】

透水性アスファルト舗装【透水性アスファルト舗装工】

パッケージ名称【分類】 パッケージ名称【分類】

管路材設置【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

受金具（材料費）【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

支持金具（材料費）【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

表層（歩道部）【アスファルト舗装工】

アスカーブ【アスファルト舗装工】

床掘り【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

埋戻し・締固め【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

運搬（電線共同溝）【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

軽量鋼矢板設置・撤去【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

覆工板設置・撤去【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

路面清掃（歩道等・人力）【路面清掃工（人力清掃工）】

側溝清掃（人力清掃工）【側溝清掃工（人力清掃工）】

ガードレール復旧【防護柵復旧工】

ガードパイプ復旧【防護柵復旧工】

舗装版破砕積込【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

舗装版破砕【舗装版破砕工】

舗装版切断【舗装版切断工】

素地調整【道路付属構造物塗替工】

付属構造物塗替【道路付属構造物塗替工】

路面清掃（路肩部・人力）【路面清掃工（人力清掃工）】

飾り高欄【橋梁付属施設設置工】

飾り高欄（材料費）【橋梁付属施設設置工】

距離標【道路付属物設置工】

路面切削【路面切削工】

殻運搬（路面切削）【路面切削工】

特殊ブロック舗装【特殊ブロック設置工】

排水桝【橋梁付属施設設置工】

排水性舗装・表層（車道・路肩部）【排水性アスファルト舗装工】

フィルター層【透水性アスファルト舗装工】

中間層（車道・路肩部）【アスファルト舗装工】

表層（車道・路肩部）【アスファルト舗装工】

基層（歩道部）【アスファルト舗装工】

中間層（歩道部）【アスファルト舗装工】

管路受台（スペーサ）（材料費）【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】

プレキャストボックスブロック設置【電線共同溝工（Ｃ・Ｃ・ＢＯＸ）】
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４　施工パッケージ形積算方式のイメージ及び積算例

《補正式（イメージ）》

　H26.7 佐賀 積算単価

Ｋ：標準単価に占める機械費の構成割合

Ｒ：標準単価に占める労務費の構成割合

Ｚ：標準単価に占める材料費の構成割合

分子の佐賀単価は、設計書の単価適用日を採用

＝
H25.4東京
標準単価

× 〕H25.4東京機械単価 H25.4東京労務単価 H25.4東京材料単価
× 〔 Ｋ × ＋ Ｒ × ＋ Ｚ

H26.7佐賀機械単価 H26.7佐賀労務単価 H26.7佐賀材料単価

※平成26年度標準単価については、基準年月が平成25年4月のた
め、それぞれ「H25.4東京…」と標記しています。

標準単価、分母の機労材単価は、次年度の基準改訂までは固定

Ｚ１ｔ'～Ｚ２ｔ'

積算単価(佐賀単価)

標準単価(東京単価)

標準単価における全機械(Ｋ１～Ｋ３、他)の構成比合計

標準単価における代表機械規格Ｋ１～Ｋ３の構成比

代表機械規格Ｋ１～Ｋ３の東京単価

代表機械規格Ｋ１～Ｋ３の佐賀単価

標準単価における全労務(Ｒ１～Ｒ２、他)の構成比合計

標準単価における代表労務規格Ｒ１～Ｒ２の構成比

代表労務規格Ｒ１～Ｒ２の東京単価

代表労務規格Ｒ１～Ｒ２の佐賀単価

標準単価における全材料(Ｚ１～Ｚ２、他)の構成比合計

標準単価における代表材料規格Ｚ１～Ｚ２の構成比

代表材料規格Ｚ１～Ｚ２の東京単価

代表材料規格Ｚ１～Ｚ２の佐賀単価

Ｐ'

Ｐ

Ｋ

Ｋ１～Ｋ３

Ｋ１ｔ～Ｋ３ｔ

Ｋ１ｔ'～Ｋ３ｔ'

Ｒ

Ｒ１～Ｒ２

Ｒ１ｔ～Ｒ２ｔ

Ｒ１ｔ'～Ｒ２ｔ'

Ｚ

Ｚ１～Ｚ２

Ｚ１ｔ～Ｚ２ｔ

《下層路盤工の算定式（例）》

×Ｐ:①Ｐ'＝

Ｒ:⑱

Ｋ２:⑤
100

×
Ｋ２ｔ':⑥
Ｋ２ｔ:⑦

＋
Ｋ３:⑧

×
Ｋ３ｔ':⑨

100 Ｋ３ｔ:⑩

Ｚ:㉕
100 Ｚ１ｔ:㉑ 100 Ｚ２ｔ:㉔ Ｚ１:⑲＋Ｚ２:㉒

〕× Ｋ１:②＋Ｋ２:⑤＋Ｋ３:⑧
Ｋ:⑪

Ｒ１:⑫
×
Ｒ１ｔ':⑬

＋
Ｒ２:⑮

×
Ｒ２ｔ':⑯

100 Ｒ１ｔ:⑭ 100 Ｒ２ｔ:⑰〕×Ｒ１:⑫＋Ｒ２:⑮

＋

Ｚ２:㉒
×
Ｚ２ｔ':㉓〕×

＋〔

〔 Ｋ１:②
100

×
Ｋ１ｔ':③
Ｋ１ｔ:④

＋

＋〔 Ｚ１:⑲
×
Ｚ１ｔ':⑳

＋

100－Ｋ:⑪－Ｒ:⑱－Ｚ:㉕
100

機械･労務･材料その他、

諸雑費などであり、施工

パッケージ単価算出にあ

たっての端数調整

円止め（未満切捨て）

施工パッケージの単価は、

有効４桁、５桁以降切上げ

←施工パッケージ施工単価 1 号

←従来(歩掛)施工単価 1 号

←施工パッケージ施工単価 2 号

←施工パッケージ施工単価 3 号

←従来(歩掛)施工単価 2 号

単価 ×数量 ＝ 計算値 → 金額

※234.6円× 123m3＝ 28,855.8円 → 28,855（円止め）

（※ただし小数第２位まで）

※例として、H26年７月としていますが、実際の積算には、その工

事における各適用日の機労材の佐賀単価を使用して下さい！

- 6-



施工パッケージ型積算方式（単価表：切抜）

１． 施工名称･条件区分をもとに、国の『施工パッケージ型積算方式標準単価表』
から、これに見合う標準単価を選定する。

２． 単価表の『名称・規格等』には、積算に使用する佐賀単価の名称や規格が表示
される。

３． 『その他(機械)』、『その他(労務)』、『その他(材料)』、『端数調整』は、
積算に直接使用されるものでは無く、施工パッケージ単価算出の端数調整に用
いられる。

←施工パッケージ施工単価の表示《本工事内訳書では、『Ｐ ○号』と明細単価番号欄に表示：○は番号》

←選定条件

↑代表規格以外の機械経費

↑代表規格以外の労務経費

↑代表規格以外の材料経費

↑諸雑費等《構成比を100%とする為の端数処理》

Ｋ

Ｋ１

Ｋ２

Ｋ３

Ｒ

Ｒ１

Ｒ２

Ｚ

Ｚ１

Ｚ２

Ｋ１ｔ

Ｋ２ｔ

Ｋ３ｔ

Ｒ１ｔ

Ｒ２ｔ

Ｚ１ｔ

Ｚ２ｔ

Ｋ１ｔ’

Ｋ２ｔ’

Ｋ３ｔ’

Ｒ１ｔ’

Ｒ２ｔ’

Ｚ１ｔ’

Ｚ２ｔ’

※『金額構成比

（%）』及び『金額』

については、積算

単価を算出した後

に、『機労材集計』

のために逆算した

目安の数字であり、

積算に使用する比

率、金額等ではな

い。

○○○．○円

○○○．○円

算出した積算単価→

※これらの数値を

使用して、算定式

（補正式）により標

準単価を補正し、

積算単価を算出す

る。

※P‐6及びP‐17を

参照

※構成比（%）

・標準単価における各機労材の構成比

※基準地区単価

・標準単価における各機労材の東京単価

※積算地区単価

・標準単価の各機労材に対する佐賀単価

※『基準地区単価』及び『積算地区単価』の端数処理(有効桁)の考え方は、県土づくり本部設計単価決

定要領により算出する。

※施工パッケージ単価表の金額（算出した積算単価）は、有効数字４桁、５桁以降切り上げとする。

（ ただし小数第２位まで ）

※施工パッケージ単価表については、従来の積上（歩掛）単価表と違い、この表により積上げて施工単

価を算出するものでは無く、ここにある条件や機労材の数値（構成比（%）、基準地区単価、積算地区単

価）を使用して、算定式（補正式）により、国で定められた『標準単価』を補正し、積算単価を算出するもの

です。

←施工単価名称・条件区分
←施工条件等

←単価表が複数ページになる場合の表示
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① 「施工パッケージ型積算方式標準単価表」
→算定式にある標準単価、各構成比を標準単価表から採用

＜国土技術政策総合研究所ＨＰ＞

『施工パッケージ型積算方式

国における新たな積算方式』

をクリック

『施工パッケージ型積算方式

単価表（H26.4適用）』

をクリック
※PDF版には単価表の他に説明

文等が含まれています。

※計算等に使用するには、excel

版が便利です。
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○ ○

○
下
層
路
盤
（
車
道
・
路
肩
）
：
再
生
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ラ
ン
：
t
=
2
0
0
m
m
の
例

『
施
工
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
積
算
方
式
標
準
単
価
表
（
H
2
6
.
4
適
用
）
』

条
件
区
分
（
平
均
厚
さ
）

１
７
５
m
m
超
２
０
０
m
m
以
下
を
選
択
す
る
。

設
計
書
の
単
価
表
の
条
件
に
相
当
す
る
条
件
区
分
を
選

定
し
、
そ
の
配
列
に
あ
る
標
準
単
価
、
代
表
機
労
材
規

格
等
を
採
用
す
る
。

○
設
計
書
の
単
価
表
の
条
件
に
相
当
す
る
条
件
区
分
を
選
定
す
る
。

種
　
　
別

標
準
単
価

機
械
構
成
比
合
計

モ
ー
タ
グ
レ
ー
ダ
構
成
比

ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
構
成
比

Ｚ
２

タ
イ
ヤ
ロ
ー
ラ
構
成
比

労
務
構
成
比
合
計

特
殊
運
転
手
構
成
比

普
通
作
業
員
構
成
比

材
料
構
成
比
合
計

ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
ラ
ン
構
成
比

軽
油
構
成
比

種
別
記
号

Ｐ Ｋ Ｋ
１

82
.6
1

81
.0
6

Ｋ
２
Ｋ
３ Ｒ Ｒ
１
Ｒ
２ Ｚ Ｚ
１

1.
43

㉕ ⑲ ㉒

算
定
式
入
力
先

① ⑪ ② ⑤ ⑧ ⑱ ⑫ ⑮

単
価
･構
成
比

91
1.
31

5.
95
2.
19
1.
69
1.
58

11
.4
4

5.
98
4.
52
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② 「東京単価（機械、材料）」
→算定式にある東京単価は(一財)建設物価調査会の「基準材料ベース単価」
及び(一財)経済調査会の「代表機労材規格一覧」から採用する。

＜ (一財)建設物価調査会ＨＰ ＞

『建設Navi』

をクリック

『施工パッケージ

積算支援室』の＞

をクリック

次ページへ
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補正に用いる基準材料ベース単価：H26.4適用（建設物価･平成25年4月号）

Ｚ１ｔ(物価調査会)： クラッシャーラン　Ｃ－４０： ３，２００円（ｍ
3
）

Ｚ２ｔ(物価調査会)： 軽油　１．２号　パトロール給油： １２１円（L(㍑)）

補正に用いる基礎材料ベース単価

（機械賃料、労務、材料、市場単価……東京単価）

『H26.4適用（建設物価･平成25年4月号）』

をクリック

前ページより

単価
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＜ (一財)経済調査会ＨＰ ＞

『施工パッケージ型

積算方式について』

をクリック

『2014.03.26 

代表機労材規格一覧

H26.4月適用分』

をクリック

次ページへ
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2014.03.26　代表機労材規格一覧 H26.4月適用分

Ｚ１ｔ(経済調査会)： クラッシャーラン　Ｃ－４０： ３，０００円（ｍ
3
）

Ｚ２ｔ(経済調査会)： 軽油　１．２号　パトロール給油： １２２円（L(㍑)）

両調査会の掲載単価より算定式に代入する単価は次のようになる。
Ｚ１ｔ：クラッシャーラン　Ｃ－４０
　＝（３，２００＋３，０００）／２＝３，１００・・・算定式のＺ１ｔ：㉑へ入力
Ｚ２ｔ：軽油　１．２号　パトロール給油
　＝（１２１＋１２２）／２＝１２１・・・算定式のＺ２ｔ：㉔へ入力
※端数処理(有効桁)の考え方は、県土づくり本部設計単価決定要領により算出する。
　（上３桁有効端数切り捨て、また、上３桁有効とした場合において、円未満の単価は、
　　円未満切り捨て）

機械損料Ｋ１ｔ、Ｋ２ｔ、Ｋ３ｔは建設機械等損料表より単価を採用
Ｋ１ｔ：モータグレーダ[土工用･排対型(1次)]ブレード幅3.1m
　＝１５，３００ ・・・算定式のＫ１ｔ：④へ入力
Ｋ２ｔ：ロードローラ[マカダム･排対型(1次)]質量10～12t
　＝１１，７００ ・・・算定式のＫ２ｔ：⑦へ入力
Ｋ３ｔ：タイヤローラ[普通型･排対型(1次)]質量8～20t
　＝１０，８００ ・・・算定式のＫ３ｔ：⑩へ入力

前ページより

単価
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③ 「東京単価（労務）」
→算定式の東京単価は国土交通省のＨＰで公表されている
「公共工事設計労務単価（Ｈ２５版）」を適用する

＜ 国土交通省ＨＰより＞

Ｒ１ｔ：特殊運転手＝２０，２００ ・・・・算定式のＲ１ｔ：⑭へ入力
Ｒ２ｔ：普通作業員＝１７，２００ ・・・・算定式のＲ２ｔ：⑰へ入力

『平成25年度

公共工事設計労務単価につい

て』
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④ 「佐賀単価」
→従来の単価採用方法により決定
※佐賀県「土木･森林土木工事設計基礎単価表」、「建設機械等損料算定表」、
「公共工事設計労務単価表」による

※佐賀県県土づくり本部設計単価決定要領による。

＜建設機械等損料表より＞

Ｋ１ｔ'：モータグレーダ[土工用･排対型(1次)]ブレード幅3.1m
　＝１５，５００ ・・・算定式のＫ１ｔ'：③へ入力
Ｋ２ｔ'：ロードローラ[マカダム･排対型(1次)]質量10～12t
　＝１１，９００ ・・・算定式のＫ２ｔ'：⑥へ入力
Ｋ３ｔ'：タイヤローラ[普通型･排対型(1次)]質量8～20t
　＝１１，０００ ・・・算定式のＫ３ｔ'：⑨へ入力

＜公共工事設計労務単価より＞（本事例は平成26年度単価）
Ｒ１ｔ'：特殊運転手＝１８，８００ ・・・・算定式のＲ１ｔ'：⑬へ入力
Ｒ２ｔ'：普通作業員＝１３，３００ ・・・・算定式のＲ２ｔ'：⑯へ入力

＜土木･森林土木工事設計基礎単価表より＞
《本事例はH26年7月30日時点適用の「佐賀地区」単価》
Ｚ１ｔ'：再生クラッシャーラン 舗装用 40mm以下（設計書の条件の材料）
　＝２，３５０・・・算定式のＺ１ｔ'：⑳へ入力
Ｚ２ｔ'：軽油　１．２号　パトロール給油
　＝１３２・・・算定式のＺ２ｔ'：㉓へ入力

⑤ これまでに求めた各係数、単価を算定式へ代入し、積算単価を算出

※施工パッケージ単価表金額は、有効数字４桁、５桁目以降切り上げ。

《本事例はH26年7月30日時点適用の「建設機械等損料算定表 平成26年度版
　　(平成26年7月 佐賀県県土づくり本部)》

下層路盤（車道・路肩）：再生クラッシャラン：t=200mmの積算単価（佐賀単価）

＝ ＝

＝ 円／㎡

Ｐ'＝ ×〔 2.19
× ×

100 15,300 100 11,700 100 10,800
15,500

＋
1.69

×
11,900

＋
1.58

×
11,000

〕100 20,200 100 17,200

720.1

911.31

720.10720.087441274184

132
100 3,100 100 121

＋〔 5.98
×
18,800

＋

2.19＋1.69＋1.58
5.95

81.06＋1.43

＋
100－5.95－11.44－82.61

100

×
11.44

5.98＋4.52

＋〔 81.06
×

2,350
＋
1.43

× 〕× 82.61

4.52
×
13,300

〕
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地域補正
時期補正

※ ※

現場管理費

一般管理費

直接工事費
（施工パッケージ単価）
ﾌﾞﾛｯｸ張＋砕石＋ｺﾝｸﾘｰﾄ＋遮水ｼｰﾄ

施工パッケージ型積算方式の特徴

「施工パッケージ型積算方式」とは、舗装工や擁壁工、ブロック張工等の工種や現
場条件毎に、国が公表する標準単価を、佐賀県の単価として補正して積算する方式
であり、共通仮設費や現場管理費、一般管理費などの間接費については、これまで
と同様の取扱いとなります。

施工パッケージ型積算方式積上型積算方式

【ブロック張工の事例】

間　接　費

共通仮設費(率分)
・準備費、技術管理費等
共通仮設費(積上げ分)
・運搬費、安全費等

現場管理費

一般管理費

工種及び積算条件毎に設定
された「標準単価」を選択
し、「積算単価(佐賀単
価)」に補正する。

工種毎に材料、労務、機械
の単価を積み上げる。

間　接　費

共通仮設費(率分)
・準備費、技術管理費等
共通仮設費(積上げ分)
・運搬費、安全費等

直接工事費

『積算単価』：佐賀単価

積上げ単価 直接工事費
（施工パッケージ単価）
ﾌﾞﾛｯｸ張＋砕石＋ｺﾝｸﾘｰﾄ＋遮水ｼｰﾄ

ﾌﾞﾛｯｸ張 砕石 ｺﾝｸﾘｰﾄ 遮水ｼｰﾄ

『標準単価』：東京単価

単価表

(労務)

単価表

(機械)

単価表

(材料)

単価表

(労務)

単価表

(機械)

単価表

(材料)

単価表

(労務)

単価表

(機械)

単価表

(材料)

単価表

(労務)

単価表

(機械)

単価表

(材料)

間
接
費
の
積
算
は
共
通
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